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平成２１年度西粟倉村一般会計及び特別会計歳入歳出決算書の概要

平成 年度西粟倉村一般会計及び特別会計歳入歳出決算の状況を議会認定時に付され21

た監査委員の意見とともに報告します。

一 般 会 計

(単位：千円)

年 度 平成２０年度 平成２１年度 前年比較

1,801,260 2,266,265 465,005決 歳入総額

1,684,749 2,178,126 493,377算 歳出総額

116,511 88,139 28,372額 差引額 △

（１） 財政収支

(単位：千円)ア．決算収支

年 度 平成２０年度 平成２１年度

会計別 一般会計 特別会計 計 一般会計 特別会計 計

116,511 50,641 167,152 88,139 46,461 134,600歳入歳出差引額

25,971 0 25,971 18,488 0 18,488繰越明許費

90,540 50,641 141,181 69,651 46,461 116,112実質収支

88,008 66,007 154,015 90,540 50,641 141,181前年度実質収支

2,532 15,366 12,834 20,889 4,180 25,069単年度収支 △ △ △ △ △

平成 年度の実質収支は、一般会計は 千円、特別会計は 千円となっ21 69,651 46,461

ているが、本年度実質収支額から前年度実質収支額を控除した単年度実質収支は、両会

計あわせて△ 千円となっています。25,069

イ．予算執行の状況について

＜歳入決算の状況＞ （単位：千円 ％）

年 度 予算現額 調定額 収入済額 予算対比 調定対比予算現額と収入

済額との比較

1,940,464 1,806,994 1,801,260 139,204 92.8 99.7平成２０年度

2,543,878 2,271,840 2,266,265 277,613 89.1 99.8平成２１年度

603,414 464,846 465,005 138,409増 減

＜歳出決算の状況＞ （単位：千円 ％）

年 度 予算現額 支出済額 不用額 執行率繰越明許費繰越額

1,940,464 1,684,749 167,336 88,379 86.8平成２０年度

2,543,878 2,178,126 219,848 145,904 85.6平成２１年度

603,414 493,377 52,512 57,525増 減



2

（単位：千円 ％）ウ．款別歳出状況

平成２０年度 平成２１年度 前年比 平成２０年度 平成２１年度 前年比科 目 科 目

36,865 35,471 96.2 71,300 48,493 68.0議 会 費 消防費

322,635 386,223 119.7 124,080 170,823 137.7総 務 費 教育費

-民 生 費 災害復旧費212,351 238,031 112.1 0 0

70,466 87,331 123.9 336,139 496,203 147.6衛 生 費 公債費

-農林水産業費 198,938 369,716 185.8 0 0諸支出

-商 工 費 予備費117,219 108,721 92.8 0 4,696

194,757 232,418 119.3 1,684,749 2,178,126 129.3土 木 費 合 計

（２） 財政構造について

① 歳入の構造

（単位：千円）ア．財源別構成比

年 度 歳入総額 自主財源 構成比 依存財源 構成比 村債 構成比

2,531,014 305,332 12% 2,225,682 88% 343,700 14%平成１２年度

2,343,527 352,409 15% 1,991,118 85% 322,700 14%平成１３年度

2,219,821 451,949 20% 1,767,872 80% 277,500 10%平成１４年度

1,890,321 299,437 16% 1,590,884 84% 231,400 12%平成１５年度

1,865,543 371,096 20% 1,494,446 80% 213,100 11%平成１６年度

1,835,614 321,731 18% 1,513,883 82% 300,500 16%平成１７年度

2,104,559 528,933 25% 1,575,626 75% 377,100 18%平成１８年度

1,638,848 308,682 19% 1,330,166 81% 194,639 12%平成１９年度

1,801,260 335,688 19% 1,465,572 81% 182,624 10%平成２０年度

2,266,265 436,954 19% 1,829,311 81% 202,719 9%平成２１年度

備考 依存財源の金額の中に村債の金額を含む，構成比は村債を除いている。

（単位：千円 ％）イ．自主財源の主な内容

区 分 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 増 減 前年対比

148,757 142,334 139,320 3,014 97.9村 税 △

12,512 11,600 8,802 2,798 75.9分担金・負担金 △

21,488 21,737 23,048 1,311 106.0使用料・手数料

15,656 21,949 11,752 10,197 53.5財 産 収 入 △

420 825 625 200 75.8寄 付 金 △

2,602 5,349 86,342 80,993 1,614.2繰 入 金

62,391 88,008 116,511 28,503 132.4繰 越 金

44,856 43,886 50,554 6,668 115.2諸 収 入

308,682 335,688 436,954 101,266 130.2合 計
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（単位：千円）ウ．村税の内訳

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 増減額区 分

29,410 31,279 46,639 45,413 45,253 160村 民 税 △

76,484 72,902 82,542 79,576 77,509 2,067固定資産税 △

4,222 4,214 4,283 4,287 4,346 59軽自動車税

7,671 7,390 6,764 5,283 5,037 246た ば こ 税 △

7,622 7,569 8,529 7,776 7,175 601入 湯 税 △

125,409 123,354 148,757 142,334 139,320 3,014合 計 △

（単位：円）エ．収入未済額について＜平成２１年度の滞納状況＞

区 分 現年分 滞納繰越分 合 計

1,513,687 1,223,357 2,737,044村 税 個 人

1,027,800 1,203,223 2,231,023固定資産税

74,400 65,600 140,000軽自動車税

2,615,887 2,492,180 5,108,067合 計

対前年 ％93.6

（単位：千円）オ．地方交付税の推移

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度年 度

947,313 902,733 854,796 863,885 865,525 1,003,731 1,017,047金 額

50.1% 48.4% 46.5% 40.6% 52.8% 55.7% 44.9%歳入に占め

る構成比

（単位：千円）カ．村債の推移

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度年 度

231,100 300,500 377,100 194,639 182,624 202,719金 額

11.4% 16.4% 17.9% 11.9% 10.1% 8.9%歳入に占め

る構成比

②歳出の構成

（単位：千円 ％）ア．性質別経費の状況

平成１９年度 構成比 平成２０年度 構成比 平成２１年度 構成比年 度

281,147 18.1 311,387 18.5 308,614 14.2人 件 費

43,323 2.8 59,020 3.5 63,090 2.9扶 助 費

304,490 19.6 336,139 20.0 496,203 22.8公 債 費

240,996 15.5 243,100 14.4 315,882 14.5物 件 費

8,178 0.5 16,401 1.0 22,765 1.0維 持 補 修 費

171,709 11.1 262,805 15.6 238,302 10.9補 助 費 等

300,184 19.4 248,727 14.8 565,550 26.0事 業 費

91,231 5.9 96,539 5.7 32,298 1.5積 立 金

0 200 0.0 1,000 0.0投資及び出資 ―
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（単位：千円 ％）ア．性質別経費の状況のつづき（前のページより）

平成１９年度 構成比 平成２０年度 構成比 平成２１年度 構成比年 度

103,232 6.7 110,431 6.6 129,726 6.0繰 出 金

災害事業復旧費 - -6,351 0.4 0 0

0 0 4,696 0.2予 備 費 - -

1,550,841 100 1,684,749 100 2,178,126 100合 計

（単位：千円）イ．繰出金の状況

繰出先 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 備 考

21,247 17,999 15,042 16,696国 保 会 計

0 0 0 0直 診 会 計

18,758 0 0 0老 人 会 計

5,759 6,417後期高齢者会計

150,971 37,614 27,577 36,105簡 水 会 計

54,452 32,865 56,057 77,299農業集落排水会計

― 会計廃止宿泊施設特別会計 15,193 0

― 会計廃止休憩施設特別会計 1,190 0

25,817 27,058 26,278 26,671介護保険会計

0 0 143 0介護サービス会計

16,385 20,561 36,363 43,790観 光 会 計

304,013 136,097 167,219 206,978合 計

（単位：千円 ％）ウ．人件費の内訳について

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 前年比予算科目

35,117 34,932 35,802 34,009 95.0議 会 費

98,387 95,334 102,478 115,332 112.5総 務 費

41,885 49,189 47,690 38,122 79.9民 生 費

497 105 205 5,555 2,709.8衛 生 費

30,006 26,704 38,479 38,960 101.3農林水産業費

14,024 14,331 19,289 5,947 30.8商 工 費

1,590 1,510 1,394 1,362 97.7消 防 費

69,105 59,041 66,050 69,327 105.0教 育 費

290,611 281,146 311,387 308,614 99.1合 計

（単位：千円）エ．基金の状況について

年 度 ２０度末積立額 ２１度積立額 ２１度取崩額 ２１度末積立額

360,861 32,298 82,032 311,127一 般 会 計 分

235,660 266 600 235,326特 別 会 計 分

596,521 32,564 82,532 546,453合 計
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150,000,000 150,000,000政府保証債等 地方債

オリックス信託 ＪＡ定期 合 計 円20,000,000 124,000,000 546,453,000

ＪＡ普通 （Ｈ 現在）102,453,000 22.5.31

（単位：千円）オ．補助金、助成金等（主な助成金）

項 目 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

2,307 2,206 5,175社 会 福 祉 協 議 会

637 0 0障 害 者 等 介 護 手 当

840 1,862 1,459猪 捕 獲 助 成

3,240 3,000 3,050商 工 会 助 成 金

800 600 400森 林 組 合 助 成 金

966 2,556 1,710キャリー道設置助成

1,090 2,330 339間 伐 推 進 助 成

8,728 11,848 10,636森 の 村 振 興 公 社

350 200 300体 育 協 会 助 成

275 198 273ス ポ 少 助 成

120 120 120交 通 安 全 協 会

200 200 200文 化 協 会 助 成

43,033 37,908 30,147指 定 管 理 者 委 託 金

62,586 63,028 53,809合 計

（単位：千円）カ．起債の残高と公共用地賃借料等の状況

年 度 平成２０年度末 平成２１年度末 増減額

2,474,489 2,215,586 258,903地方債残高（一般会計） △

477,975 449,906 28,069簡 易 水 道 会 計 △

419,570 398,345 21,225農 業 集 落 排 水 会 計 △

37,432 31,289 6,143国 民 宿 舎 △

3,409,466 3,095,126 314,340起 債 合 計 △

4,098 3,868 230公 共 用 地 賃 借 料 △

（３）財政構造の弾力性

財政力の動向，財政構造の弾力性を判断する主要財務比率の年度別推移は次のとおりとなっている。

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 前年比較年度

0.136 0.144 0.149 0.155 0.152 0.147 0.005財政力指数 △

91.7 93.3 87.3 90.2 90.8 89.8 1経常収支比率 △

16.9 15.7 12.6 13.2 10.9 10.9 0公債費比率

13.2 12.4 12.0 11.2 10.3 9.3 1起債制限比率 △
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財政力の動向のつづき

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 前年比較年度

25.0 20.7 20.7 19.5 17.8 16.2 1.6実質公債比率 △

977,231 948,110 958,060 964,728 1,090,965 1,122,794 46,590標準財政規模 △

【監査委員意見 （総括決算審査意見）】

（１）平成 年度一般会計及び特別会計の決算書（歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収21

支に関する調書、財産に関する調書）並びに出納室所管の歳入歳出簿等の関係帳簿と照合

した結果、いずれも決算計数に相違ないことを確認しました。

（２）決算計数は、各課、委員会所管の証書類と、出納室所管の歳入歳出簿及び証書類を抽出し

て、比較照合した限りにおいて計数はいずれも符合していた事を認めます。

（３）平成 年度決算収支を見ますと、一般会計においては歳入歳出差引額 千円の余21 88,139

剰金を生んでいます。単年度収支は一般会計△ 千円となっています。特別会計の20,889

実質収支は 千円、単年度実質収支は△ 千円であります。両会計合わせた単46,461 4,180

年度実質収支は△ 千円となっています。基金の２１年度末積立額は、一般、特別25,069

両会計合わせて 千円となっています。なお、基金はすべて預金され証書、通帳を546,453

確認した結果相違ないことを認めます。

（総務企画課）

行財政改革による平成 年からの集中改革プランの成果が 年度決算に徐々に反映され17 21

ています。その中でも財政健全化計画による４指標を見ても実質公債費比率が 年度は県の19

指導を受ける ％が、 年度では ％と改善されている。さらなる、行財政改革に取19.5 21 16.2

り組んで頂きたい。

（産業建設課）

18 21平成 年度より取り組んでいます村道大茅線改良事業（道整備交付金事業）は、平成

年度、除雪車庫上の大茅土建土場付近から起点方向三倉木橋付近までの間の改良を実施、用地

補償については 件が実施されました。8

村道塩谷線舗装改良事業に関しては、谷口橋橋梁詳細設計、改良工事を影石神社付近の視距

改良と、元湯上流の川送りの 箇所、林道南線から元湯手前付近まで舗装工事が実施されま2

した。

村道引谷後山線舗装改良工事については、国道分岐から引谷側へ ｍ舗装改良と全線の378

測量設計が実施されています。

道路維持管理と発電所関連について、道路施設また発電所の老朽化が深刻化しています。今

後も計画的な施設保全の必要性に迫られると思われます。

（保健福祉課）

予防医療に関しては岡山県下の市町村の中では、トップクラスだと思います。今後も医療費

の増大が見込まれる中で、最大の防御策だと思われますので、さらなる努力を望みます。
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西粟倉村国民健康保険事業勘定特別会計

（単位：円）ア 決算額は次のとおり

年 度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 前年比19 20 21

245,588,000 222,726,000 248,789,000 112 %予 算 現 額

257,820,608 220,017,068 243,452,247 111 %歳 入 総 額

225,418,653 184,325,558 210,744,347 114 %歳 出 総 額

32,401,955 35,691,510 32,707,900 92 %差引額

（単位：千円）イ 歳入の概要は次のとおり

科 目 平成 年度 平成 年度 平成 年度 前年比19 20 21

国 県 支 出 金 ％96,072 77,354 79,757 103

国 保 税 ％46,265 36,157 35,844 99

療養給付費交付金 ％42,481 7,610 3,958 52

15,958 47,120 295%前期高齢者交付金 -

繰 入 金 ％25,999 35,042 16,696 48

繰 越 金 ％21,364 32,402 35,692 110

共同事業交付金 ％25,088 14,963 23,791 159

そ の 他 ％552 531 594 112

合 計 ％257,821 220,017 243,452 111

（単位：千円）ウ 歳出の概要は次のとおり

科 目 平成 年度 平成 年度 平成 年度 前年比19 20 21

保 険 給 付 費 ％137,982 108,703 130,111 120

老人保健拠出金 ％21,689 224 280 125

保 健 事 業 費 ％27,643 19,077 15,961 84

17,230 20,002 116%後期高齢者支援金等 ―

2 2 100%前期高齢者納付金等 ―

介 護 納 付 金 ％8,341 7,029 7,567 108

総 務 費 ％10,226 6,761 7,273 108

そ の 他 ％19,538 25,299 29,548 117

合 計 ％225,419 184,326 210,744 114

【監査委員意見 （総括決算審査意見）】

（１）国民健康保険事業

・平成 年度の一人当たりの医療費を見ますと、一般・退職とも県下で一番低い順位を推移20

し喜ばしい事ですが、被保険者数は年々減少し、医療費は前年対比 ％と増加していま120

す。
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・繰入金については、基金繰入金を行っていないため前年対比 ％となっています。48

・平成 年度への繰越金は 千円ありますが、平成 年度からの繰越金を除いた単年22 32,707 20

度収支は△ 千円となっています。2,983

・国保税については 年度に税率を上げたことと、後期高齢者支援金分が追加となったこと20

等により、 年度に対して滞納額が倍増しています。現下の社会情勢からみて徴収事務作19

業が大変でしょうが、国保会計の改善、及び公平負担の原則から、更なる徴収率アップに努

力を望みます。

国民健康保険施設勘定特別会計

（単位： 円）ア 決算額は次のとおり

年 度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 前年比19 20 21

87,271,000 71,116,000 70,115,000 99%予 算 現 額

87,478,690 72,025,927 70,663,560 98%歳 入 総 額

80,257,983 63,392,508 60,272,676 95%歳 出 総 額

7,220,707 8,633,419 10,390,884 120%差引額

（単位：千円）イ 歳入の概要は次のとおり

年 度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 前年比19 20 21

77,148 63,426 60,661 96%診 療 収 入

236 199 234 118%使 用 料 等

757 854 847 99%財 産 収 入

7,742 7,221 8,633 120%繰 越 金

597 326 289 89%諸 収 入

-繰 入 金 1,000 0 0

87,480 72,026 70,664 98%合 計

（単位：千円）ウ 歳出の概要は次のとおり

科 目 平成 年度 平成 年度 平成 年度 前年比19 20 21

8,469 6,091 6,305 104%給 料

5,174 3,001 3,049 102%手 当

7,074 6,344 6,985 110%共 済 費 ・ 賃 金

需 用 費 ％2,073 1,713 1,573 92

3,130 1,029 129 13%備 品 購 入 費

-財政調整基金積立 2,000 0 0

6,588 6,017 5,545 92%負 担 金 等

42,039 34,389 32,410 94%医 療 費

3,711 4,809 4,277 89%そ の 他

80,258 63,393 60,273 95%合 計
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（ ）は小児科で内数エ 診療実日数と診療者数の実態

年 度 診療日数 診療者数 往診数

平成 年度 日（ 日） 人( 人) 人20 162.5 23 5,343 382 96

平成 年度 日（ 日） 人( 人) 人21 121 23 5,483 314 98

【監査委員意見 （総括決算審査意見）】

（２）国保施設勘定事業

・診療日数は平成 年度 日だったのに対し平成 年度は 日と、午後の内科の診20 162.5 21 121

察がなくなったため減少していますが、診療件数については、 件増加しています。140

・診療収入については 千円の減少となりました。これは投薬のみの受診ができなくなっ2,765

た事も一つの要因と思われます。

・歳出減については、 日の長期投薬を処方されている患者数の減少に伴い、医薬品費が減28

少しているのが要因と考えられます。

老人保健事業特別会計

（単位：円）ア 決算額は次のとおり

年 度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 前年比19 20 21

252,405,000 37,436,000 3,464,000 9%予 算 現 額

214,966,421 35,817,548 3,465,595 10%歳 入 総 額

197,195,348 32,434,215 1,532,551 5%歳 出 総 額

17,771,073 3,383,333 1,933,044 57%差引額

（単位：千円）イ 歳入の概要は次のとおり

年 度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 前年比 備 考19 20 21

-支払基金交付金 103,746 9,791 0

-国 庫 支 出 金 67,788 5,639 0

17,358 1,267 73 6%県 支 出 金

22,258 17,771 3,384 19%繰 越 金

3,816 1,349 9 1%諸 収 入

214,966 35,818 3,466 10%合 計

（単位：千円）ウ 歳出の概要は次のとおり

科 目 平成 年度 平成 年度 平成 年度 前年比19 20 21

-総 務 費 328 55 0

-医 療 諸 費 196,177 17,947 0

690 14,432 1,533 11%諸 支 出 金

197,195 32,434 1,533 5%合 計
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【監査委員意見 （総括決算審査意見）】

（３）老人保健事業

・平成 年 月 日に後期高齢者医療制度が施行されたことにより、平成 年 月 日を20 4 1 20 3 31

もって老人保健は廃止となりましたが、国庫負担金等の返還や月遅れ請求等があるため、平

成 年度まで会計を継続することとなっています。22

西粟倉村介護保険事業会計

（単位：円）ア 決算額は次のとおり

年 度 平成 年度 平成 年度 平成 年度19 20 21

174,618,000 174,077,000 173,623,000予 算 現 額

174,628,198 171,908,339 170,806,489歳 入 総 額

169,668,584 169,744,351 169,987,126歳 出 総 額

4,959,614 2,163,988 819,363差 引 額

（単位：千円）イ 歳入の概要は次のとおり

年 度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 前年比19 20 21

21,414 20,954 24,466 117%保 険 料

44,967 49,164 46,634 95%国 庫 支 出 金

50,264 47,541 46,876 99%支払基金交付金

23,454 22,962 23,340 102%県 支 出 金

44 53 120%財 産 収 入

31,859 26,278 27,271 104%繰 入 金

2,601 4,960 2,164 44%繰 越 金

69 5 2 40%そ の 他

174,628 171,908 170,806 99%合 計

（単位：千円）ウ 歳出の概要は次のとおり

年 度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 前年比19 20 21

3,441 3,033 3,150 104%総 務 費

155,122 152,752 154,842 101%保 険 給 付 費

-財政安定化基金拠出金 163 164 0

7,012 5,009 6,577 131%諸 支 出 金

0 3,267 54 2%基 金 積 立 金

3,930 5,519 5,191 94%地域支援事業費

-予 備 費 0 0 173

169,668 169,744 169,987 100%合 計
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(平成 年 月現在実績)介護保険事業の概要 22 4

（単位：人）エ サービス受給者の推移

区 分 居 宅 施 設 合 計

15 10 55 14 69年 月

16 10 48 12 60年 月

17 4 58 15 73年 月

18 4 56 19 75年 月

19 4 58 20 78年 月

20 4 63 18 81年 月

21 4 67 15 82年 月

22 4 65 14 79年 月

（単位：千円）オ 平成 年度～平成 年度介護給付費支出の状況18 21

居宅分 施設分 合 計

18 80,645 58.4% 57,460 41.6% 138,105給付費総額（ 年度） ( ) ( )

19 95,014 61.3% 60,063 39.0% 155,077給付費総額（ 年度） ( ) ( )

20 94,788 62.1% 57,924 37.9% 152,712給付費総額（ 年度） ( ) ( )

21 100,687 65.0% 54,132 35.0% 154,819給付費総額（ 年度） ( ) ( )

６５才以上人口 高齢者１人当たり費用（単位：円）

251,100給付費総額（１８年度） ５５０人

284,024給付費総額（１９年度） ５４６人

283,325給付費総額（２０年度） ５３９人

293,218給付費総額（２１年度） ５２８人

【監査委員意見 （総括決算審査意見）】

（４）介護保険事業

・西粟倉村の総人口は年々減少傾向にあり、それに相乗して介護保険第１号被保険者( 歳以65

。上)も減少していますが、後期高齢者( 歳以上)は増加しており高齢化の傾向が伺えます75

・決算額については、歳入総額、歳出総額とも前年度とほぼ横ばいとなっています。支出の大

半を占める保険給付費についても同様で推移されています。
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西粟倉村介護サービス事業会計

（単位：円）ア 決算額は次のとおり

年 度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

11,637,000 8,473,000 5,629,000予算現額

11,657,145 8,860,706 5,180,533歳入総額

（単位：円）ア 決算額のつづき

年 度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

9,008,639 8,418,803 4,813,033歳出総額

2,648,506 441,903 367,500差引額

（単位：千円）イ 歳入の概要は次のとおり

年 度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 前年比

8,028 6,069 4,739 78%サービス収入

3,629 2,649 442 17%繰越金

-繰入金 0 143 0

11,657 8,861 5,181 58%合 計

（単位：千円）ウ 歳出の概要は次のとおり

年 度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 前年比

9,009 8,419 4,813 57%総務費

9,009 8,419 4,813 57%合 計

【監査委員意見 （総括決算審査意見）】

（５）介護サービス事業

・介護サービス事業に於いては、平成 年度より社協に運営の主体が移譲されたため、歳入16

の主たる部分は居宅介護サービス計画費収入となっています。 また、平成 年度から小20

規模多機能型居宅介護施設「ひだまり」が開所されました。しかし制度上、小規模多機能は

施設が利用者の計画(プラン)作成を行うため、居宅からひだまりへの利用者が流失したこと

により 「ひだまり」に計画費収入が入るため居宅介護支援事業所の収入が減少しています。、

西粟倉村後期高齢者医療特別会計

(単位：円)ア 決算額

平成２０年度 平成２１年度 前年比

14,711,805 15,491,534 105%歳 入 総 額

14,677,605 15,483,268 105%歳 出 総 額

34,200 8,266 24%差引額



13

（単位：千円）イ 歳入の概要は次のとおり

科 目 平成２０年度 平成２１年度 前年比

8,950 9,032 101%後期高齢者医療保険料

3 5 167%使 用 料 及 び 手 数 料

5,759 6,417 111%繰 入 金

- -諸 収 入 4

（単位：千円）イ 歳入の概要のつづき

科 目 平成２０年度 平成２１年度 前年比

- -繰 越 金 34

14,712 15,492 105%合 計

（単位：千円）ウ 歳出の概要は次のとおり

科 目 平成２０年度 平成２１年度 前年比

159 330 208%総 務 費

14,519 15,153 104%後 期 高 齢 者 医 療

広 域 連 合 納 付 金

14,678 15,483 105%合 計

【監査委員意見 （総括決算審査意見）】

（６）後期高齢者医療事業

・西粟倉村の後期高齢者数は平成 年 月 日現在 人で、緩やかな上昇傾向にありま22 3 31 364

す。今後の人口推計から平成 年まで増加の予測となっています。24

・保険料収納率については、普通徴収、特別徴収とも ％となっています。100

・西粟倉村は制度創設前、一人当たりの医療費が他市町村に比べ低かったため、保険料が平成

年度から 年度までの 年間軽減されることになってい ます。20 25 6

西粟倉村簡易水道事業特別会計

（単位：円）ア 決算額は次のとおり

年 度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

70,849,000 167,181,000 159,908,000予 算 現 額

70,568,947 66,338,507 151,209,036歳 入 総 額

70,068,947 66,227,057 151,092,152歳 出 総 額

500,000 111,450 116,884差 引 額
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（単位：千円）イ 歳入の概要は次のとおり

年 度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 前年比

1,168 1,399 557 40%分担金及び負担金

29,843 29,984 29,204 97%使用料及び手数料

37,614 27,577 36,105 131%繰 入 金

0 4,500 58,200 1,293%村 債

0 2,285 27,031 1,183%国 庫 支 出 金

511 500 112 22%繰 越 金

-諸 収 入 1,432 94 0

70,568 66,339 151,209 228%合 計

（単位：千円）ウ 歳出の概要は次のとおり

年 度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 前年比

7,773 825 4,373 530%総 務 費

7,208 18,498 100,662 544%水 道 事 業 費

55,089 46,904 46,057 98%公 債 費

70,070 66,227 151,092 228%合 計

【監査委員意見 （総括決算審査意見）】

（７）簡易水道事業

・引谷第 浄水場建設事業により、歳入歳出とも大幅に増加しています。2

・総務費の増加は、平成 年度より職員の給与費の一部を計上しているため。21

・修繕費が年々増加しており、定期的な更新に備えて計画的な積み立てが必要なようです。

西粟倉村農業集落排水特別会計

（単位：円）ア 決算額は次のとおり

年 度 平成２０年度 平成２１年度 前年比

92,996,000 117,414,000 126%予 算 現 額

89,991,998 116,348,760 129%歳 入 総 額

89,811,012 116,231,435 129%歳 出 総 額

180,986 117,325 65%差 引 額

（単位：千円）イ 歳入の概要は次のとおり

科 目 平成２０年度 平成２１年度 前年比

479 5,636 1,177%分 担 金 及 び 負 担 金

32,934 33,226 101%使 用 料 及 び 手 数 料

56,057 77,299 138%繰 入 金
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（単位：千円）イ 歳入の概要のつづき

科 目 平成２０年度 平成２１年度 前年比

505 181 36%繰 越 金

17 7 41%諸 収 入

89,992 116,349 129%合 計

（単位：千円）ウ 歳出の概要は次のとおり

科 目 平成２０年度 平成２１年度 前年比

4,820 4,615 96%総 務 費

31,810 35,759 112%農業集落排水事業費

53,181 75,857 143%公 債 費

89,811 116,231 129%合 計

【監査委員意見 （総括決算審査意見）】

（８）農業集落排水事業

・使用料については、微増しています。

・繰入金が大幅に増加しているのは起債の繰上償還を行ったため。

・農業集落排水事業費の増加の主なのものは、大茅中継ポンプの据付工事と住宅への下水道新

設工事を行ったため。

。・施設設備の維持管理については、簡易水道事業と同じく修繕費が多くなっているようです

西粟倉村観光事業特別会計

（単位：円）ア 決算額は次のとおり

年 度 平成２０年度 平成２１年度 前年比

70,282,000 53,832,000 77%予算現額

70,220,098 44,001,938 112%歳入総額

70,220,098 44,001,938 143%歳出総額

0 0 129%差引額

【監査委員意見 （総括決算審査意見）】

（９）観光事業会計

・この会計では、あわくら荘の起債の償還及び資本的な施設の改修・整備や収益の赤字部分の

補填を行う会計となっています。


